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目的 CDDP+5-FU+bleomycin の有棘細胞癌に対する臨床効果を明らかにす

る。 
研究デザイン 症例集積研究 
セッティング フランスの 2 病院 
対象者 進行期皮膚扁平上皮癌１４例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ ３ ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ １２ ） 

介入（要因曝露） CDDP+5-FU+bleomycin 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 奏効率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

対象は最大径６-１５ｃｍ（中央値８ｃｍ）の大型の原発巣に対する

臨床効果をみた。 

評価可能な 13 例中、CR:4,PR:7 で RR：84％ 

化学療法後に手術や放射線療法を併用することで7例に長期CRが得

られた。 

グレイド３，４の有害反応は、血液毒性 4 例、消化器症状 5 例、管

質性肺炎 1例（感染を併発して死亡）だった。 

結論 

本治療は、美容的、機能的に問題を残すような SCC 症例において有

効な治療法である。 

一次研究の 8 項目 

備考 
 

レビューワーコメント レビューワー氏名 宇原 久 



レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（ V ） 

外科的切除が SCC 治療の第 1選択であるが、一期的な切除で美容的、

機能的に大きな問題を残すような場合は、放射線療法とともに、こ

のような化学療法の適応についても検討が必要かもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




